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質問順 質問議員 通告の標題・質問要旨

１ 狩野正雄

◎ ＺＥＣ化改修工事に伴う対応について

町民ホール、神田日勝記念美術館、トリムセンター、温水プールの各施

設は建設から 35 年以上経過しており、長寿命化、省エネ、設備更新を目的

に役場エリアＺＥＣ化改修事業として進んでいる。現在は実施設計段階で

あるが、示された工程表によると令和８年４月より順次、各施設の工事が

進められ、工事による施設閉館が１年以上となる。これまで各施設を利用

してイベントや文化活動、健康増進を実施してきた利用者はどのような対

応をすべきか質問する。

１ 各施設の改修工事による閉館期間は。

２ 各施設を利用して、団体サークル活動をする利用者への周知と代替

施設の案内は。

３ トリムセンターの浴室（入浴施設）は休止となるか。

４ 教育委員会、美術館、福祉課、社会福祉協議会の事務機能は。

２ 金子孝伸

◎ 鹿追町独自の少子化対策と教育環境について

令和５年 12 月議会において、鹿追町独自の少子化対策と教育環境の維持

について質問した。当時の答弁では、既存の子育て支援策の充実を図りつ

つ、「３人以上の子どもを持ちたいと思える子育てしやすい環境を整えた

い」との目標を示された。また、教育環境については、児童数の見込みを

客観的に捉えながらも、学校を地域活動の中核として重視し、「将来の学校

教育環境のあり方を見出していくこと」の重要性について共有した。

本町においても人口減少が進んでいる状況にあり、今後の持続可能なま

ちづくりに向けた取り組みの現状と展望を伺う。

１ 子育て環境の充実に向けた取り組みの現状について

町が目指す「３人以上の子どもを持ちたいと思える環境」の実現に向

け、この２年間で新たに検討または導入された施策は。

また、既存施策の効果についてどのように評価されているか。

２ 学校教育環境の将来像に関する検討状況について

「最適な学校教育環境のあり方」の検討はどのように進んでいるか。

また、「鹿追町教育大綱」に基づく中学校の国際バカロレア認定の取り

組みを含め、教育の質を維持・向上していくための方向性について、保

護者・地域住民との対話の状況は。
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３ 山口優子

◎ 地熱発電事業について

再生可能エネルギーの一つとして地熱発電が注目されているが、その一

方で、環境への影響や温泉資源との関係を懸念する声もある。

本町においても、地熱発電の調査が進められているが、地熱発電事業が

町にもたらすと考えられる影響、地域振興や観光との関わりについて伺う。

１ 地熱発電事業の概要と事業の進捗状況、今後の計画について。

２ 地熱発電に関する調査を受け入れるに至った経緯と、その判断の

根拠について。

３ 事業者・関係機関との協議内容について。

４ 地熱発電が町にもたらすと考えられるメリットとデメリットは。

５ 地熱開発による環境への影響評価や、温泉資源への影響について

どのように把握しているのか。

６ 町民への情報提供や説明は、いつ、どのように行うのか。


